
夜
の
冷
え
込
み
に
注
意

　
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
、
水

道
管
や
水
道
メ
ー
タ
ー
が
凍
っ

た
り
破
裂
し
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
明
け
方
の
冷
え
込

み
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

次
の
よ
う
な
所
に
は
、
防
寒
対

策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
屋
外
で
水
道
管
や
蛇
口
が
む

き
出
し
に
な
っ
て
い
る
所

・
建
物
の
北
側

・
風
当
た
り
の
強
い
所

早
め
に
防
寒
対
策
を

　
凍
結
を
防
ぐ
に
は
、
保
温
が

一
番
で
す
。

・
保
温
材
や
毛
布
、
布
な
ど
を

巻
い
て
、
そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
や
ガ
ム
テ
ー
プ
な
ど

を
巻
き
つ
け
る
。

・
不
凍
バ
ル
ブ
が
あ
る
所
は
、

バ
ル
ブ
を
閉
め
、
蛇
口
を
全
部

開
け
て
水
を
抜
く
（
完
全
に
開

閉
し
な
い
と
漏
水
の
原
因
に
な

る
の
で
注
意
く
だ
さ
い
）。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
、

ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
を
入
れ
て
保

温
す
る
。

も
し
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

は
、
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
を

当
て
て
、
ぬ
る
ま
湯
を
掛
け
ま

す
。
い
き
な
り
熱
湯
を
掛
け
る

と
破
損
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ヘ
ア
ド

ラ
イ
ヤ
ー
の
温
風
を
利
用
し
て

も
い
い
で
す
。
凍
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に

水
を
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

定
期
的
に
メ
ー
タ
ー
点
検

　
宅
内
で
漏
水
が
あ
る
と
、
非

常
に
高
額
な
水
道
料
金
と
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

定
期
的
に
漏
水
し
て
い
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
長
期
間
不
在
に
す
る
場
合
に

は
、
水
道
の
元
栓
を
閉
め
て
く

だ
さ
い
。

□
漏
水
の
確
認
方
法

　
家
庭
内
の
蛇
口
を
全
て
閉
め

た
状
態
で
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の

中
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
部
分
（
写
真

参
照
）
が
回
転
し
て
い
な
い
か

を
確
認
し
ま
す
。
回
転
し
て
い

れ
ば
、
ど
こ
か
で
漏
水
し
て
い

る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
市
の

水
道
指
定
店
に
連
絡
し
て
速
や

か
に
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
上
下
水
道
課（
内
線
２
２

３
）、
南
水
道
管
理
室
志
５
４

―
２
１
１
１

水
道
管
の
冬
支
度
　

　
　

～
凍
結
す
る
前
に
防
寒
対
策
を
～

１
２
月
は
で
す

　
１２
月
は
、「
オ
ー
ル
東
濃
地
方

税
徴
収
強
化
月
間
」
と
し
て
、
東

濃
県
税
事
務
所
と
本
市
、
多
治
見

市
、
土
岐
市
、
瑞
浪
市
、
中
津
川

市
の
５
市
が
連
携
し
、
税
の
徴
収

対
策
を
実
施
中
で
す
。

　
税
の
納
付
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
期

日
が
あ
り
ま
す
。
納
期
内
で
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
税
務
課
（
内
線
１
３
０
）

　
生
活
の
困
窮
や
事
業
不
振
の
た

め
に
、
ど
う
し
て
も
市
税
を
納
期

限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
場
合

は
、
事
情
に
合
っ
た
納
付
方
法
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

□
と
き
　
１２
月
２０
日
㈰
午
前
９
時

～
午
後
５
時

□
と
こ
ろ
　
税
務
課

□
持
ち
物
　
納
税
通
知
書
か
督
促

状
や
催
告
書
、
認
印
　 

□
そ
の
他
　
当
日
は
市
税
の
納
付

も
受
け
付
け
ま
す
。
日
時
で
都
合

が
つ
か
な
い
方
は
、
税
務
課
ま
で

連
絡
く
だ
さ
い
。
平
日
の
相
談
時

間
は
、
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

１５
分
で
す
。

※
市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
せ

ず
、
納
税
相
談
な
ど
も
な
い
場
合

に
は
、
地
方
税
法
や
国
税
徴
収
法

の
規
定
に
基
づ
き
「
財
産
の
差
し

押
さ
え
」
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行

い
ま
す

　
　
税
務
課
（
内
線
１
３
０
）

　
林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退

共
）
に
加
入
し
て
い
た
方
で
、
退

職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い

方
は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た

が
、
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て

い
た
か
分
か
ら
な
い
方
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
り
災
さ
れ
た
共
済
契
約

者
や
被
共
済
者
に
対
し
、
各
種
手

続
（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退
職
金

の
請
求
）
の
必
要
が
生
じ
た
場
合

は
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
対
応

し
ま
す
。

　
　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職

金
共
済
機
構
林
業
退
職
金
共
済
事

業
本
部
志
０
３
―
６
７
３
１
―
２

８
８
７

締
め
切
り
）。

□
申
し
込
み
方
法
　
フ
ァ
ク
ス
か

電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

※
コ
ー
ス
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、

県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w
.pref.gifu.lg.jp/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い

　
　
　
　
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
㈱

岐
阜
支
店
志
０
５
８
―
２
６
５
―

８
１
０
３
、
思
０
５
８
―
２
６
３

―
５
０
５
９
、
死seiryu2015

@
m

w
t.co.jp

　
県
図
書
館
で
は
、
女
優
の
紺
野

美
沙
子
氏
に
よ
る
朗
読
会
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

□
と
き
　
１
月
２４
日
㈰
午
後
２
時

□
と
こ
ろ
　
県
図
書
館（
岐
阜
市
）

□
対
象
　
小
学
生
と
保
護
者

□
定
員
　
３
０
０
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

□
申
し
込
み
方
法
　
県
図
書
館
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w

.
lib

rary
.p

ref.gifu
.lg.jp

/

）

か
ら
か
電
話
、
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ー
で
直
接
申
し
込
む

□
受
付
期
間
　
１２
月
１１
日
㈮
～
１

月
８
日
㈮
必
着

　
　
　
　
県
図
書
館
企
画
課
志
０

５
８
―
２
７
５
―
５
１
１
１

　
恵
那
農
林
事
務
所
で
は
、
ク
リ

栽
培
の
基
本
技
術
講
習
会
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
講
習
は
、
新
た
に
ク
リ
栽

培
を
始
め
る
方
を
対
象
に
行
い
、

ク
リ
栽
培
の
基
本
知
識
と
、
ほ
場

準
備
や
苗
木
の
植
栽
、
剪せ

ん

定て
い

な
ど

の
技
術
を
学
ぶ
も
の
で
す
。
ぜ
ひ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
と
こ
ろ
・
日
に
ち
　
▽
中
津
川

会
場
（
中
津
川
市
苗
木
、
棚
垣
ク

リ
園
）
＝
１
月
６
日
㈬
、
１１
日
㈪

▽
恵
那
会
場
（
恵
那
市
久
須
見
、

水
野
ク
リ
園
）
＝
１
月
１３
日
㈬
、

１７
日
㈰

□
時
間
　
午
前
９
時
半
～
午
後
４

時
半

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
方
法
　
事
前
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
受
講

者
に
は
、
後
日
案
内
文
書
を
送
付

し
ま
す
。 

□
締
め
切
り
　
１２
月
２５
日
㈮

　
　
　
　
恵
那
農
林
事
務
所
農
業

普
及
課
志
２
６
―
１
１
１
１
（
内

線
３
８
８
）

　
市
で
は
、
水
道
の
検
針
員
を
募

集
し
ま
す
。

□
対
象
　
自
家
用
車
か
自
家
用
二

輪
車
で
業
務
を
行
え
る
方

□
定
員
　
１
人

□
業
務
内
容
　
串
原
全
域
の
約
３

４
０
世
帯
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

（
検
針
は
偶
数
月
の
み
）

□
委
託
料
　
平
均
月
額
約
４
万
５

０
０
０
円
（
経
費
含
む
）

□
採
用
予
定
日
　
２
月
１
日
㈪

※
研
修
期
間
が
あ
り
ま
す

□
申
し
込
み
方
法
　
履
歴
書
を
南

水
道
管
理
室
へ
提
出
す
る

□
締
め
切
り
　
１
月
１５
日
㈮

　
　
　
　
上
下
水
道
課
南
水
道
管

理
室
（
明
智
振
興
事
務
所
内
）
志

５
４
―
２
１
１
１（
内
線
２
１
１
）

　
県
で
は
、
流
域
の
自
然
に
触
れ

な
が
ら
、親
子
で
遊
び
、学
ぶ「
森
・

川
・
海
」
体
験
ツ
ア
ー
冬
コ
ー
ス

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

□
と
き
　
平
成
２８
年
１
月
中
旬

□
と
こ
ろ
　
県
内

□
定
員
・
料
金
　
コ
ー
ス
に
よ
り

異
な
り
ま
す
（
定
員
に
な
り
次
第

募
集

　
市
で
は
、
森
林
の
多
面
的
機

能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
、
間

伐
を
推
進
す
る
こ
と
が
最
も
重

要
と
考
え
、
間
伐
事
業
に
対
す

る
市
単
補
助
、
未
利
用
材
搬
出

補
助
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に

よ
り
間
伐
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
本
年
度
も
、
山
の
手
入
れ
が

で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
た

め
、「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
環

境
税
」
を
活
用
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
活

動
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

森
林
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

□
内
容
　
間
伐
材
を
利
用
し
た

Ｍ
ｙ
箸
作
り
の
実
施

□
参
加
者
　
約
１
５
０
人

里
山
林
整
備
の
技
術
講
座

□
内
容
　「
山
し
ご
と
手
習
い

塾
」
３
回
の
連
続
講
座
（
人
工

林
間
伐
の
考
え
方
、
密
度
管

理
と
選
木
、 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の

使
い
方
、
山
で
の
伐
木
実
習
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
手
入
れ
方

法
）

□
参
加
者
　
市
民
５
人

市
内
小
学
生
を
対
象
に
し
た
森

林
環
境
教
育
講
座

□
内
容
　
自
然
観
察
、
間
伐
作

業
見
学
、
間
伐
体
験
、
ネ
イ

チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
製
作
な
ど

□
参
加
者
　
大
井
小
学
校
４
年

生
５３
人
、
武
並
小
学
校
４
年
生

２５
人
、
山
岡
小
学
校
５
年
生
３４

人　
　
農
林
課
（
内
線
３
７
０
）

森
林
環
境
税
で
里
山
林
整
備
な
ど
を
実
施

案
内

税
の
徴
収
対
策
を
実
施
中

市
税
の
休
日
納
税
相
談

林
退
共
加
入
者
は
退
職
金

の
手
続
き
を

水
道
の
検
針
員

ク
リ
栽
培
講
習
の
受
講
者

親
子
「
森
・
川
・
海
」
体

験
ツ
ア
ー
の
参
加
者

紺
野
美
沙
子
氏
朗
読
会
の

参
加
者

水道元栓

問

▲間伐材で箸を作る

▲チェーンソーの使い方を学ぶ

水道メーター
のパイロット

申問　：問い合わせ　　：申し込み

問

問問

問

問

申
・

問

申
・

問

申
・

問

申
・
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　固定資産税は、土地や家屋以外の事業用資産（償却資産）にも課税
されることになっています。毎年１月１日現在で所有する償却資産
を、所在する市町村へ申告することが義務付けられています（地方税
法３８３条）。対象の方は、申告をしてください。
□申告の対象　❶市内に事業用償却資産を所有する方❷廃業や転出な
どの理由で市内に償却資産を所有しなくなった方
□対象の資産　会社や個人で事業（工場や商店の経営、駐車場やアパー
トの貸し付けや太陽光発電など）を営むために所有している事業用資
産（土地と家屋以外）で、所得税法か法人税法に規定されている所得
の計算で減価償却の対象となる資産
※発電出力１０㌔㍗以上の太陽光発電
設備は、売電事業用の資産となり申
告が必要
□申告期限　２月１日㈪
□提出先　税務課
　　税務課（内線１３５）

平成２８年度固定資産税（償却資産）の申告

　
活
動
１０
周
年
を
迎
え
た
、
ぎ
ふ

東
濃
ア
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
連

合
が
、
美
術
館
や
博
物
館
、
道
の

駅
な
ど
が
一
堂
に
会
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
施
設
で
し
か

買
え
な
い
グ
ッ
ズ
や
正
月
飾
り
、

シ
ク
ラ
メ
ン
な
ど
季
節
の
特
産
品

の
販
売
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
地

域
の
魅
力
満
載
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

□
と
き
　
１２
月
１８
日
㈮
午
前
１０
時

～
午
後
３
時

□
と
こ
ろ
　
セ
ラ
ミ
ッ
ク
パ
ー
ク

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
（
多
治
見
市
）

　
　
東
濃
県
事
務
所
振
興
防
災
課

志
０
５
７
２
―
２
３
―
１
１
１
１

（
内
線
２
０
８
）

　
公
益
財
団
法
人
明
治
安
田
ク
オ

リ
テ
ィ
オ
ブ
ラ
イ
フ
文
化
財
団
で

は
、
古
く
か
ら
各
地
に
伝
承
さ
れ

て
き
た
伝
統
的
な
文
化
を
後
世
に

残
す
た
め
の
諸
活
動
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

□
対
象
　
地
域
の
民
俗
芸
能
や
民

俗
技
術
の
継
承
、
特
に
後
継
者
育

成
の
た
め
の
諸
活
動
を
し
て
い
る

個
人
や
団
体

□
条
件
　
平
成
２９
年
３
月
ま
で

に
後
継
者
育
成
の
た
め
に
諸
費

用
（
道
具
整
備
費
、
製
作
材
料

費
、
育
成
研
修
費
、
記
録
保
存
費

用
）
の
支
出
が
予
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
。
た
だ
し
申
請
し
た
事
項
で

国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
公
的

助
成
や
他
財
団
か
ら
の
助
成
を
受

け
て
い
る
も
の
は
対
象
外
で
す
。

□
助
成
　
▽
民
俗
芸
能
＝
１
件
に

つ
き
７０
万
円
を
限
度
　
▽
民
俗
技

術
＝
１
件
に
つ
き
４０
万
円
を
限
度

□
申
し
込
み
方
法
　
必
要
書
類
を

県
教
育
委
員
会
社
会
教
育
文
化
課

（
〒
５
０
０
―
８
５
７
０
岐
阜
市

薮
田
南
２
―
１
―
１
）
へ
提
出
。

直
接
財
団
に
は
送
付
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

□
締
め
切
り
　
１
月
１５
日
㈮

□
決
定
　
平
成
２８
年
３
月
予
定

※
申
込
要
領
と
申
込
書
は
当
財
団

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.m
eijiyasuda-qol-bunka.

or.jp

）
か
ら
取
得
で
き
ま
す

　
　
公
益
財
団
法
人
明
治
安
田
ク

オ
リ
テ
ィ
オ
ブ
ラ
イ
フ
文
化
財
団

志
０
３
―
３
３
４
９
―
６
１
９
４

　
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
市
青
少
年

育
成
市
民
会
議
で
は
、
家
庭
や
地

域
で
の
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
を

考
え
、
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
で

た
く
ま
し
く
育
つ
た
め
の
一
助

と
な
る
よ
う
「
子
育
て
親
育
ち

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
演
会
に
は
、「
小
さ
な
コ
ツ
」

の
専
門
家
の
野の

澤ざ
わ

卓た
く

央お

氏
を
迎

え
、「
子
育
て
に
大
切
な
事
」
を

テ
ー
マ
に
話
し
ま
す
。
小
学
６
年

生
か
ら
中
学
生
時
代
は
不
登
校

　
ふ
る
さ
と
の
先
人
下
田
歌
子
を

顕
彰
す
る
下
田
歌
子
賞
の
表
彰
式

と
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

　「
家
族
」
を
テ
ー
マ
に
募
集
し

た
エ
ッ
セ
ー
と
短
歌
の
優
秀
作
品

を
発
表
し
表
彰
し
ま
す
。

□
と
き
　
１２
月
１９
日
㈯
午
後
１
時

～
４
時
１５
分

□
と
こ
ろ
　
岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
内
容
　
❶
市
少
年
少
女
合
唱
団

に
よ
る
下
田
歌
子
作
校
歌
の
合
唱

❷
エ
ッ
セ
ー
小
学
生
の
部
・
中
高

生
の
部
の
優
秀
作
品
朗
読
と
会
場

審
査
❸
エ
ッ
セ
ー
一
般
の
部
の
最

優
秀
作
品
発
表
❹
短
歌
の
部
入
選

作
品
の
発
表
❺
審
査
委
員
に
よ
る

講
評
❻
お
楽
し
み
抽
選
会

□
料
金
　
無
料

□
会
場
審
査
　
小
学
生
の
部
と
中

高
生
の
部
の
エ
ッ
セ
ー
作
品
は
、

大
賞
と
特
別
賞
、
嚶お

う

鳴め
い

協
議
会
賞

を
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
の
投
票
で

決
定
し
ま
す
。

　
　「
下
田
歌
子
賞
」
実
行
委
員

会（
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
内
）（
内
線
３
４
５
）

　
市
茶
道
連
盟
の
協
力
で
、
抹
茶

の
お
も
て
な
し
を
行
い
ま
す
。
こ

の
日
は
入
館
料
が
無
料
に
な
り
ま

す
。
ぜ
ひ
来
場
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
１２
月
１９
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
後
３
時
（
無
く
な
り
次
第
終

了
）

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館□
料
金
　
一
服
１
０
０
円
（
お
菓

子
付
き
）

　
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
内
線
３

３
５
）

　
県
で
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
的
に
適
切
な
医
療
や
介
護
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
、「
地
域
医
療
構

想
」
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。
策

定
に
当
た
っ
て
は
、
限
り
あ
る
医

療
資
源
を
有
効
に
活
用
で
き
る
よ

う
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反

映
す
る
た
め
の
「
地
域
医
療
構
想

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
方
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
１２
月
２６
日
㈯
午
後
１
時

半
～
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
県
図
書
館（
岐
阜
市
）

□
定
員
　
２
０
０
人

□
内
容
　
地
域
医
療
構
想
の
内
容

な
ど
を
説
明
し
た
後
、
皆
さ
ん
か

ら
意
見
を
お
聞
き
し
ま
す
。

□
料
金
　
無
料

　
　
県
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
政

策
課
志
０
５
８
―
２
７
２
―
８
２

６
０

　
認
知
症
は
脳
の
障
が
い
に
よ
っ

て
起
こ
る
病
気
で
、
高
齢
者
に
限

ら
ず
働
き
盛
り
の
若
い
世
代
で
も

発
症
す
る
恐
れ
の
あ
る
病
気
で

す
。
高
齢
化
と
平
均
寿
命
の
延
び

に
よ
り
、
認
知
症
の
患
者
数
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
他
人
ご

と
で
は
な
く
身
近
な
こ
と
と
し

て
、
認
知
症
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
て
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
１２
月
２４
日
㈭
午
後
１
時

半
～
３
時

□
と
こ
ろ
　
武
並
コ
ミ
セ
ン

□
講
師
　
細
江
雅
彦
氏
（
市
立
恵

那
病
院
管
理
者
、
も
の
忘
れ
外
来

担
当
医
）

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
内
線
１
６
７
）

　
県
立
華
陽
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
高
等

学
校
で
は
、
来
年
度
、
通
信
制
課

程
に
入
学
を
希
望
す
る
方
を
対
象

に
、学
校
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
日
に
ち
　
１２
月
１０
日
㈭
、
１
月

２１
日
㈭
、
２
月
７
日
㈰
、
１６
日
㈫
、

３
月
１８
日
㈮

□
時
間
　
午
後
２
時
～
４
時

□
と
こ
ろ
　
県
立
華
陽
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
高
等
学
校
（
岐
阜
市
）

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
で
申
し

込
む

□
そ
の
他
　
▽
出
願
資
格
＝
中
学

校
を
卒
業
し
て
い
る
こ
と
　
▽
費

用
＝
年
度
当
初
に
教
科
書
代
な
ど

を
含
め
５
万
円
程
度
が
必
要
（
毎

月
の
徴
収
は
な
し
）

　
　
　
　
県
立
華
陽
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
高
等
学
校
通
信
制
課
程
志
０
５

８
―
２
７
５
―
７
１
８
５

歌川広重（当館所蔵）

≪浪
なに

花
わ

名
めい

所
しょ

図
ず

会
え

≫
「今宮十日ゑひす」

企画展

１２/１０㈭～１/１７㈰

歌川広重は、季節や天気に伴い刻一刻と変化する
自然情景を見事に捉えました。自然景物や年中行
事に焦点を当てて浮世絵作品を紹介します。

１月１０日㈰は、市民の日（市民に限り観覧料が無料
です。当日、受付係に「恵那市民です」と伝えてく
ださい）
　　中山道広重美術館志２０-０５２２

「花鳥風月 広重の世界
ー 四季の移ろいとやまと歳時記 ー」

問

1月2日㈯は年始特別開館（観覧無料）。12月24日
㈭～ 1 月４日㈪は休館します。

で
、
高
校
生
時
代
も
退
学
寸
前

だ
っ
た
講
師
が
、
友
人
の
母
親
か

ら
の
愛
情
あ
る
励
ま
し
で
更
正
し

た
体
験
と
尊
敬
す
る
人
か
ら
の
教

え
を
語
り
ま
す
。

□
と
き
　
１２
月
１３
日
㈰
午
後
１
時

半
（
受
け
付
け
は
午
後
１
時
～
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
内
容
　【
第
１
部
】　
▽
実
践
発

表
（
午
後
１
時
40
分
）
＝
三
郷
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
岩
村
町
青
少
年
育

成
町
民
会
議
　【
第
２
部
】　
▽
講

演
会
（
午
後
２
時
10
分
）
＝
野
澤

卓
央
氏
の
講
演

□
料
金
　
無
料

※
予
約
は
不
要
で
す

　
　
学
校
教
育
課
（
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
事
務
局
）（
内
線
４
７
６
）

伝
統
文
化
の
活
動
に
助
成

地
域
医
療
構
想
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

認
知
症
予
防
講
演
会

東
濃
ア
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム

１０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

ひ
し
屋
資
料
館
で
抹
茶
の

お
も
て
な
し

子
育
て
親
育
ち
フ
ォ
ー
ラ

ム

第
１３
回
下
田
歌
子
賞

表
彰
式
と
記
念
イ
ベ
ン
ト

案
内

華
陽
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
高
校

の
学
校
説
明
会

◀
太
陽
光
発
電
の
事
業

▲野澤卓央氏

▲優秀作品の作者を表彰 ▲地域で継承される伝統文化

問

申
・

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

問

問

問

問

問

問

問問

9 82015.12.1 広報えな



マイナンバーは大切に保管を
　恵那市では、１１月中旬からマイナンバー「通知カード」の配達が開始されてい
ます。通知カードは、世帯単位で世帯主宛に簡易書留（転送不要）でお送りしてい
ます。マイナンバー（個人番号）は一生使うものです。通知カードは大切に保管・
管理してください。
　　市民課（内線１４８）

　社会保障や税、災害対策の行政手続きでマイナ
ンバーが必要になります。
●市役所での住所変更手続きや氏の変動のある戸
籍の届け出の際には必ず持参ください。
●国や都道府県、市町村へ提出する書類の一部に
マイナンバーの記入が求められます。
●勤務先などでもマイナンバーが必要となりま
す。勤務先（アルバイトなども含む）では、給与
の支払いや年金、健康保険、雇用保険などの保険
料の徴収を行うために、従業員のマイナンバーを
取り扱います。事業主は従業員のマイナンバーを
含む特定個人情報を守るため、法律で定められた
範囲以外での利用が禁止されており、その管理に
当たっては安全管理が義務付けられています。
●税や社会保険の手続きでは、事業主や証券会
社、保険会社などが個人に代わって手続きを行う
ため、勤務先や証券会社、保険会社、金融機関な
どからマイナンバーの提示を求められることがあ
ります。

●住民基本台帳カードは、１２月２８日㈪で発行
と交付が終了します。現在お持ちの住民基本台帳
カードは、有効期限まで有効ですが、個人番号
カードを取得した場合は、その時点で住民基本台
帳カードは廃止・回収します。

●公的個人認証（ｅ-Ｔａｘによる確定申告）の更
新は、１２月２２日㈫までです（更新料５００円）。
公的個人認証を利用している方は、有効期間を確
認ください。個人番号カードは即日交付ができま
せん。確定申告を控えた時期に有効期間満了を迎
える方は、特に注意ください。

更新後の有効期間は３年間ですが、満了以後の再
更新はできないため、住民基本台帳カードの有効
期限があったとしても、以後は個人番号カードを
取得することになります。

　希望する方は、個人番号カードを取得できます。
□申請方法　郵送された通知カードの下に付いて
いる個人番号カード交付申請書を使用し、同封さ
れている返送用封筒で郵送してください。スマー
トフォンや自宅のパソコンからも申請を行えま
す。詳しくは、通知カードと一緒に同封されてい
るパンフレットをご覧ください。
□料金　初回は交付手数料は無料です（紛失など
による再交付は１，０００円が必要）
□有効期間　▷２０歳以上の方＝カード取得後
１０回目の誕生日まで　▷未成年の方＝カード取
得後５回目の誕生日まで
□電子証明書　標準搭載され、有効期間は５回目
の誕生日まで。初回発行は手数料無料。
□受け取り開始　平成２８年１月

　通知カードが届かない場合、個人番号カードに
関する詳細を知りたい場合などは、公式サイトや
コールセンターを利用ください。　　
□公式サイト　個人番号カード総合サイト（http
s//www.kojinbango-card.go.jp）
□問い合わせ　個人番号カードコールセンター

（全国共通ナビダイヤル）志０５７０-７８３-５７８
□受付時間　▷平日＝午前８時半～午後１０時

（平成 28 年 4 月 1 日以降は午前 8 時半～午後５
時半）　▷土・日曜日、祝日＝午前９時半～午後
５時半（平成 28 年 3 月 31 日まで）
※年末年始を除く
□外国語対応　５カ国語対応志０５７０-０６４-７３８

 ●個人番号カードの申請

市
立
恵
那
病
院
で
糖
尿
病
予
防
調

理
実
習
を
開
催

　
市
立
恵
那
病
院
で
は
、
糖
尿
病

を
学
ん
で
健
康
管
理
を
し
て
も
ら

う
た
め
、
全
１０
回
に
わ
た
っ
て

糖
尿
病
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。 

　
９
回
目
の
今
回
は
、「
フ
ッ
ト

ケ
ア
・
ス
キ
ン
ケ
ア
～
足
・
肌
の

正
し
い
お
手
入
れ
で
生
活
を
快
適

に
～
」
を
テ
ー
マ
に
学
び
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
こ

の
機
会
に
糖
尿
病
に
つ
い
て
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

□
と
き
　
１
月
６
日
㈬
午
後
２
時

～
３
時

□
と
こ
ろ
　
市
立
恵
那
病
院

□
定
員
　
２０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
無
料

□
講
師
　
小
林
由
紀
さ
ん
（
市
立

恵
那
病
院
看
護
師
）

□
持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
爪
切
り

□
締
め
切
り
　
１２
月
２５
日
㈮

　
　
　
　
市
立
恵
那
病
院
医
事
課

志
２
６
―
２
１
２
１
（
平
日
午
前

８
時
半
～
午
後
５
時
）　
　

　上水道は、おいしく安全な水をつくり、下水道
は、衛生的な生活を送る上で、大切な役割を果た
しています。市には、一つの上水道と１５の簡易
水道、六つの公共下水道と四つの農業集落排水が
あります（農業集落排水は、飯羽間処理区が特環
公共下水道岩村処理区に統合されたため、本年４

月から四つの処理区となりました）。
　昨年度の上水道事業と簡易水道事業、公共下水
道事業、農業集落排水事業の決算が９月議会で認
定されました。下表の通り、上水道事業と下水道
事業の経営指標と現状をお知らせします。
　　上下水道課（内線２１１）

下水道事業（公共下水道事業・農業集落排水事業）

処理区域内人口 ３万３，６０３人

水洗便所設置済人口 ２万９，９４３人

水洗化率（処理区域内人口のうち水洗便所を設置している人の割合） ８９．１㌫

年間有収水量（使用料対象となる水の使用量） ３４４万９，００９立方㍍

使用料収入 ７億１，５０７万円

使用料単価（有収水量 1立方㍍当たりの使用料） ２０７．３円／立方㍍

汚水処理費 ７億０，９４４万円

汚水処理原価（有収水量 1立方㍍当たりの汚水処理費） ２０５．７円／立方㍍

経費回収率 １００．８㌫

地方債残高 ８７億５，６５８万円

上水道事業 上水道事業 簡易水道事業

給水区域内人口 ３万０，８７０人 ２万１，４９４人

給水人口 ３万０，３４６人 ２万４，０２６人

普及率 ９８．３㌫ ９６．７㌫

年間有収水量（水道料金の対象となった水量） ３５９万５，７２９立方㍍ ２０５万１，８００立方㍍

有収率（有収水量を浄水場から配水された配水量で除した値） ８６．０㌫ ８１．１㌫

料金収入 ８億１，９９０万円 ４億５，９６５万円

供給単価（１立方㍍当たりの水道料金） ２２８．０円／立方㍍ ２２４．０円／立方㍍

総費用 ８億１，３７７万円 ６億８，６７６万円

給水原価（１立方㍍当たりの水道水をつくるための費用） ２２６．３円／立方㍍ ３３４．７円／立方㍍

料金回収率（給水にかかる費用のうち水道料金で回収する割合） １００．８㌫ ６６．９㌫

地方債現在高 １２億１，７５５万円 ５７億６，４４３万円

問

案
内

市
立
恵
那
病
院
で
糖
尿
病

教
室
を
開
催

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　

 ●各種手続きで必要

 ●住民基本台帳カードの取り扱い
 ●通知カードなどの詳細・問い合わせ

問

問

申
・

平成２６年度上下水道事業の財政状況を公表

 ●公的個人認証の取り扱い
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　「
大
地
の
チ
カ
ラ
い
た
だ
き

ま
す
！
～
吉
田
俊
道
先
生
の
食

と
農
の
実
証
か
ら
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
勉
強
会
を
開
催
し
ま

す
。

　「
食
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
が

変
わ
る
」
と
い
う
考
え
を
実
証

し
て
い
る
吉
田
俊
道
さ
ん
の

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
楽
し
い
講

演
を
聞
い
て
実
践
し
ま
せ
ん

か
。

□
と
き
　
１２
月
２０
日
㈰

□
と
こ
ろ
　
中
野
方
こ
ど
も
園

□
内
容
（
時
間
）　
▽
第
１
部

（
午
後
１
時
半
～
）
＝
「
な
ん

で
食
育
大
事
な
の
？
元
気
野
菜

で
子
ど
も
が
変
わ
る
！！
」　
▽

第
２
部
（
午
後
３
時
半
～
）
＝

「
な
ん
で
土
づ
く
り
が
大
事
な

の
？
土
が
変
わ
れ
ば
野
菜
が
変

わ
る
！！
」 

□
料
金
　
▽
第
１
部
＝
無
料
　

▽
第
２
部
＝
５
０
０
円

□
講
師
　
吉
田
俊
道
氏
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
大
地
と
い
の
ち
の
会
理

事
長
）

　
　
農
と
食
を
つ
な
ぐ
会
（
中

野
方
地
域
協
議
会
内
）
志
３
２

―
１
４
０
０

□
と
き
　
１
月
１
日
㈮
午
前
９

時
半（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
）

※
中
止
の
場
合
は
当
日
決
定

□
コ
ー
ス
　
長
島
小
学
校
～
神

明
神
社
　

□
部
門
　
▽
小
・
中
・
高
・
大

学
・
一
般
・
家
庭
婦
人
・
４０
歳

以
上
・
親
子
の
部
＝
１
・
７
㌔

▽
中
・
高
・
大
学
・
一
般
の
部

＝
３
・
７
㌔

□
料
金
　
無
料

□
そ
の
他
　
各
部
門
１
～
３
位

ま
で
メ
ダ
ル
を
贈
呈
。
参
加
者

に
は
参
加
賞
を
進
呈
し
ま
す
。

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要

　
　
長
島
町
体
育
協
会（
成
瀬
）

志
２
６
―
０
６
２
６

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き
　
１
月
１４
日
㈭
、
１９
日

㈫
、
２６
日
㈫
、
２８
日
㈭
午
前
９

時
半
～
１１
時
半
（
全
４
回
）　

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
定
員
　
１０
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ
ブ
ン

か

８エ
イ
ト

、
８
・
１
、
１０
を
使
っ
て
、
パ

ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
学
び
ま

す
。

□
料
金
　
４
５
０
円
／
回
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
１
３
０
０
円
程

度
が
必
要
）

□
申
し
込
み
期
間
　
１２
月
１３
日

㈰
午
前
１０
時
～
開
講
日
前
日

※
初
受
講
者
は
１２
月
２９
日
㈫
ま

で
に
申
し
込
め
ば
優
先
し
ま
す

□
そ
の
他
　
テ
キ
ス
ト
は
バ
ー

ジ
ョ
ン
に
合
わ
せ
て
準
備
し
ま

す
。
申
し
込
み
時
に
バ
ー
ジ
ョ

ン
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　
木
の
枝
に
小
さ
く
切
っ
た
餅

や
団
子
を
刺
し
て
飾
る
正
月
の

飾
り
物
の
餅
花
を
作
っ
た
り
、

餅
つ
き
を
し
て
正
月
の
準
備
を

し
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
１２
月
２８
日
㈪
午
前
１０

時
～
正
午

□
と
こ
ろ
　
キ
ッ
チ
ン
風
（
武

並
町
）

□
対
象

　
小
学
生
以
上
（
父
兄

同
伴
な
ら
小
学
生
以
下
も
可
）

□
定
員
　
２５
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
） 

□
料
金
　
▽
個
人
参
加
会
員
＝

８
０
０
円
　
▽
個
人
参
加
非
会

員
＝
１
０
０
０
円
　
▽
親
子
参

加
会
員
＝
大
人
８
０
０
円
、
子

ど
も
３
０
０
円
　
▽
親
子
参
加

非
会
員
＝
大
人
１
０
０
０
円
、

子
ど
も
５
０
０
円

□
持
ち
物
　
飲
み
物
、タ
オ
ル
、

は
さ
み

□
講
師
　
伊
藤
建
二
郎
さ
ん

□
締
め
切
り
　
１２
月
２０
日
㈰

　
　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
な
花

の
木
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
志
２
８

―
３
５
１
５

　
厚
生
労
働
省
で
は
毎
年
、
石
綿

関
連
疾
患
認
定
事
業
所
な
ど
を
公

表
し
て
い
ま
す
。
中

ち
ゅ
う

皮ひ

腫し
ゅ

や
肺
が

ん
な
ど
で
労
災
認
定
さ
れ
た
事
業

所
に
お
い
て
過
去
に
就
労
し
、
中

皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
た

か
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
労
災
保

険
給
付
な
ど
の
支
給
対
象
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
岐
阜
労
働

局
か
恵
那
労
働
基
準
監
督
署
に
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
石
綿
に
関

す
る
情
報
は
、
厚
生
労
働
省
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（ http:/w

w
w

.
w

hlw
.go.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
　
岐
阜
労
働
局
労
働
基
準
部
労

災
補
償
課
志
０
５
８
―
２
４
５
―

８
１
０
５
、
恵
那
労
働
基
準
監
督

署
志
２
６
―
２
１
７
５

　
樹
木
な
ど
の
管
理
は
、
所
有
者

が
行
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

道
路
や
歩
道
に
張
り
出
し
た
枝
や

葉
は
通
行
の
妨
げ
と
な
り
、
交
通

事
故
の
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
冬
季
に
は
、
日
当
た
り
を

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

と
住
民
税
の
申
告
で
、
支
払
っ
た

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
１０
月
下
旬
か
ら
１１
月
上
旬
に
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
年

末
調
整
や
確
定
申
告
に
は
、
必
ず

控
除
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
を
１０
月
１
日

か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
の
間
に
、
こ

と
し
初
め
て
納
付
す
る
方
に
は
、

来
年
１
月
下
旬
に
送
付
さ
れ
ま

す
。

□
控
除
の
対
象
　
１
月
１
日
～
１２

月
３１
日
に
納
付
し
た
保
険
料

□
保
険
料
に
関
す
る
照
会
期
間
　

平
成
２８
年
３
月
１５
日
㈫
ま
で
の
年

末
年
始
を
除
く
平
日
と
第
２
土
曜

日□
受
付
時
間
　
▽
平
日
＝
午
前
９

時
～
午
後
７
時
　
▽
第
２
土
曜
日

＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
日
本
年
金
機
構
志
０
５
７
０

―
０
５
８
―
５
５
５
（
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
）、
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電

話
で
か
け
る
場
合
は
０
３
―
６
７

０
０
―
１
１
４
４

　
正
家
第
二
地
区
の
土
地
区
画

整
理
に
つ
い
て
、
現
在
、
組
合

設
立
準
備
委
員
会
で
定
款
や
事

業
計
画
作
成
な
ど
を
進
め
て
い

ま
す
。組
合
設
立
準
備
と
し
て
、

土
地
区
画
整
理
法
の
定
め
に
よ

り
、
関
係
す
る
皆
さ
ん
に
施
行

予
定
区
域
の
図
面
な
ど
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
今
後
、
土
地
所
有
権
者

と
借
地
権
者
か
ら
、
定
款
や
事

業
計
画
に
対
し
て
の
同
意
書
を

い
た
だ
き
ま
す
が
、
施
行
予
定

区
域
内
の
未
登
記
の
借
地
権
者

は
借
地
権
の
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。
申
告
に
よ
り
土
地
区
画

整
理
事
業
上
で
は
借
地
権
者
と

し
て
認
め
ま
す
。

※
正
家
第
二
地
区
と
は
、
恵
那

警
察
署
東
か
ら
阿
木
川
公
園
西

に
か
け
て
の
範
囲
で
、
清
水
の

交
差
点
か
ら
東
に
延
び
る
道
路

（
市
道
赤
田
干
橋
線
）
よ
り
北

側
の
地
区

施
行
予
定
区
域
を
表
示
す
る
図

面
な
ど
の
縦
覧

□
期
間
　
１２
月
１０
日
㈭
～
１２
月

２４
日
㈭

未
登
記
の
借
地
権
の
申
告

□
期
間
　
１２
月
１０
日
㈭
～
平
成

２８
年
１
月
１２
日
㈫

□
申
告
書
類
　
建
設
政
策
課
で

配
布
。
申
告
に
当
た
っ
て
は
、

土
地
所
有
者
と
未
登
記
の
借
地

権
者
が
連
署
で
申
告
し
て
い
た

だ
き
、
双
方
の
印
鑑
証
明
書
な

ど
の
添
付
が
必
要
で
す
。

共
通

□
と
こ
ろ
　
建
設
政
策
課

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

　
　
　
　
建
設
政
策
課
（
内
線

２
６
７
）

正
家
第
二
土
地
区
画
整
理
予
定
区
域
の
縦
覧
と

借
地
権
の
申
告
を
受
け
付
け

る
各
種
サ
ー
ビ
ス
案
内
や
最
新
の

求
人
情
報
紙
が
、
市
内
の
各
振
興

事
務
所
や
コ
ミ
セ
ン
、
市
中
央
図

書
館
、
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
利
用
く

だ
さ
い
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
恵
那
で
は
、
仕

事
に
関
す
る
情
報
提
供
や
求
人
活

動
に
関
す
る
相
談
、
希
望
す
る
企

業
へ
の
紹
介
、
就
職
に
向
け
た
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
各
種
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
恵
那
志
２
６

―
１
３
４
１

　道路の凍結や積雪の対策に、市道散布用
の凍結防止剤の配布を行っています。管理
課や振興事務所へお越しください。
　市では、幹線道路を中心に市内建設会社
に除排雪業務を委託しています。市道全線
の委託は難しいため、
生活道路の除雪など
は皆さんに協力して
いただいています。
　雪による交通事故
が多発する時季です。
道路に雪があるときや、路面の凍結が予測
されるときの運転には十分注意してくださ
い。冬用タイヤやタイヤチェーンなどを装
着して、慎重な運転を心掛けてください。
　　管理課（内線２５３）

凍結防止剤を配布しています

悪
く
し
て
路
面
凍
結
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。
ま
た
樹
木
に
雪
が
積

も
り
、
雪
の
重
み
で
道
路
に
倒
れ

通
行
の
支
障
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
市
道
の
冬
季
凍
結
危
険
箇
所

で
、
自
治
会
長
な
ど
が
地
域
を
取

り
ま
と
め
、
所
有
者
の
伐
採
承
諾

が
得
ら
れ
れ
ば
、
沿
道
の
民
地
立

木
を
市
が
伐
採
し
路
面
の
凍
結
を

防
ぐ
事
業
が
あ
り
ま
す
の
で
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
が
道
路
を
安
全
に
通
行

で
き
る
よ
う
、
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
山
林
の
樹
木
　
道
路
に
は
み
出

て
い
る
こ
と
で
、
車
高
の
高
い
車

が
当
た
り
大
変
危
険
で
す
。
枯
れ

て
い
る
木
は
倒
木
の
危
険
が
あ
り

ま
す
。

●
竹
や
ぶ
　
雨
や
雪
が
降
る
と
道

路
に
は
み
出
し
、
通
行
の
支
障
に

な
り
危
険
で
す
。

※
個
人
地
か
ら
は
み
出
し
た
樹
木

が
原
因
で
車
が
損
傷
し
た
場
合
、

樹
木
の
所
有
者
が
損
害
賠
償
を
問

わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
　
管
理
課
（
内
線
２
５
３
）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
恵
那
が
提
供
す

農
と
食
の
勉
強
会
を
開

催

餅
つ
き
＆
餅
花
作
り
教

室
を
開
催

第
３７
回
長
島
町
元
旦
マ

ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催

パ
ソ
コ
ン
の
１
月
期
講

座
の
受
講
生
を
募
集

国
民
年
金
保
険
料
は
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償

と
救
済

道
路
に
は
み
出
し
て
い
る

樹
木
の
管
理
を

求
人
情
報
な
ど
が
公
共
施

設
で
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『みんなの掲示板』は、皆さんが主催
するイベントや各種募集などを市内に
周知するためのコーナーです。（営利
目的・宗教・政治に関する掲載はでき
ません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　総合
政策課広報広聴係（内線３２４）
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申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 
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